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は　し　が　き

土壌の理化学性を調査し施肥改善に役立てることは．桑

園の生産性向上を因る上で重要であり．現在，新規造成又

は既存車臥こついて，いろいろな機会に調査が実施されて

いる。しかし，土壌理化学性は地形，地質等によって異な

り，特に新規造成桑園では地形が複雑な場合が多いため，

圃場全体の特性値をうろためどの程度の試料数を必要とす

るかの判断が難しい。この点については．既に．山中ら31

小畑らl）などが一般肌果樹園で検討しているが－いずれ

にしても検討例が少なく．桑園では行なわれていない。

今回，蚕糸試験場の筑波移転に伴い新規に桑園を造成し

た機会に．土壌化学性について細密調査を行い，そのばら

つきよりサンプリング法について検討した。また．土壌化

学性と植付1年三日の桑の生育との幽連についても検討した。

試　験　方　法

かや，赤松などを主な幡生とする傍高差1m以内の平坦

地（土壌：鉱質火山灰土，宮ケ崎統）をブルトーザで均平

化して．508の圃場を造成した。盟ビニールでマルチし2

～3年放置した後，10～12．5×7．5～10mの間隔で32地点

より．深さ10（初ずつ3層までの土壌試料を採取した。それ

ぞれ各地点付近から採取した3点を混合して分析に供した。

土壌化学性の分析は常法によった。ただし，有効態燐酸

及びカリはl／SN塩酸可溶態をもってあてた。必要抽出試

料数は，柳沢ら4）によって作成された「信頼区間の幅を一定

以内にするための標本数」の表より求めた「桑の生育は一

株ずつ肉眼による3段階評価で調査した。

眈験結果及び考察

日）各土壌化学性分布の特徴

各試料採取地点の分析値を3段階に分類し．等冠線式で

図示した。その1例を図1に示した。

1）pH（KCl）値の分布

各層で図（以下略）中央及び右上角で高く，左側で低く，

また，下層はど高く．ばらつきも大きかった。

2）全墾素足の分布
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各層で中央から左上及び左下側で少なく，左右下側角に

おいて多い傾向にあり，下層になるほどばらつきが大きか

った。また．pH（KCl）値の分布と相似していた。

3）全炭素砲の分布

各層で中央が少なく，左下角で多く，また，下層ほどば

らつきが大きかった。pIl（KCl）値・全肇素量の分布と似

ていた。特に，全室素量の分布と相似していた

4）有効態燐酸台場の分布

1・2層で上側で少なく．左下側角では各層で多い。ま

た，3層では含量が上層に比べて少なかった。

図1有効態燐酸含量（P205mグ／100才乾土）の分布

5）有効態カリ含量の分布

各層で右側中央より半分で多く，他の部分では少なかっ

た。また，下層ほど含量が少なかった。

6）置換性カルシウム含量の分布

各層で左側で少なく，右側で多かった。3層で上層より

多く．ばらつきも大きかった。

7）置換性マグネシウム合壁の分布

各層で左側で少なく，右側で多かった。

（2）必要抽出試料数

本圃場土壌の化学性の特性値把執こ必要抽出試料数は．

抽出誤差を10％とすると，p上Ⅰ（RCl）値では3～4点と少

ないが，全室素量では8～20点，全炭素量では10～35点と

なり，一方．有効態燐酸，置換性カルシウム，置換性マグ

ネシウム．カリ含量などは．それぞれ75～77．44～117，

96～113，104～110点となり，きわめて多くの試料採取を

必要とした（表1）。

本試験で用いた統計処理法を鬼怒川右岸の洪積台地を調

査した山中ら3）の結果（供試面積708）に適用してみると，

全窒素出11点，全炭素量12点となり．今回とはば同様な結
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乗であった。また．同掛こして試算した小畑ら1）の例（供　合であるが前述のような多くの試料採取が必要であること

誌面酎Oa）では．置換性カルシウム含量20点・置換性マゲ　は・地形の複雑な土壌では特性値の把握がきわめて困難な

ネシウム含虫30点であり，本試験の万がより多くの試料採　問題であることを示している。今後・山間傾斜地において

取を必要とした。　　　　　　　　　　　　　　は桑園造成の機会が増加すると予想されるが・土壌凋査に

本試験で調査した圃場は比較的平坦な原野を造成した場　あたっては地形区分について慎重に考慮するとともに・調

表1土壌化学性のばらつきと必要抽出試料数

項　　 目 p H （E C l ） T － N C

層　　 位 l 2 3 l 2 3 1

5．3 9

2

6．3 9

3

5．3 5最　 大　　 漁 4．8 5．0 5．2 0，3 3 0．3 7 0．3 4

最　 小　 値 ※ 4 ．4 4．3 4．4 0．2 4 0．18 0．1 5 3．6 7 2．5 5 1．8 8

交　　 ※ 4 ．6 4．7 4．9 0 ．2 8 0．2 8 0．2 3 4．5 2 4．3 8 3．3 2

S 0 ．10 0．15 0．20 0 ．0 2 4 0．0 4 0 0．0 4 3 0 ．5 1 0，7 9 0．8 7

C V （％） 2．1 3．1 4．1 8．6 14．4 18．9 1 1．3 1 8．0 2 6．2

N　　 5 ％ 4 6 7 1 8 4 0 6 5 2 7 59 1 12

（楕 度 別 ） 1 0 ％ 3 4 4 8 14 2 0 10 1 9 3 5

2 0 ％ 3 3 3 5 6 8 5 8 12

項　 目

層　 位

P 2 0 5 K 2 0 C 8 0 址 g O

1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3

霊 毒 濫 … 0，5tI 0．5 9 0．4 6 2 2．5 1 5．7 9．2 4 3．9 4 7．0 2 10 ．0 2 1．9 10．7 1 1．3

0．0 8 0．10 0．08 3．4 2．7 1．7 14．5 10．9 1 2．3 3．2 2．1 1．1

0．2 6 0 ．2 5 0，1（〉 8．2 5．2 4．1 29．0 28．8 6 2．4 8．5 4．3 4．3

8 0 1 1 0．1 0 0 ．0 7 4．2 2．5 2．1 8．7 9．4 5 4．3 5 ．4 2．0 2．3

C V （％） 4 1．3 4 0．8 4 0．8 5 1．8 4 8．6 5 0．1 2 9．9

1 20

3 2．6 8 7．0 6 3 ．3 4 6．5 5 3．5

　 N　 5 ％

（精 度 別 ）10 ％
7 7 7 5 7 5 1 10 10 4 1 10 4 4 5 0 1 17 1 13 9 b 1 1 1

20 ％ 24 2 3 2 3 3 5 3 1 3 2 1 5 16 9 0 53 2 9 3 7

注 ． 双 単 位 ：T －N ． C は ％／／儲 土 ， P 2 0 5 ． K 2 0 ，C 8 0 ，址 g O は 噌 ／ 10 0 才乾 土

査結果の適用についても同様な配慮が必要である。

（3）植付当年の桑の生育と造成時の土壌化学性

本圃場での植付当年の桑の生育（図2）と前述の造成時

の土壌化学性の幽係を比較した。

国2　植付当年の桑の生育

1・2層の有効態燐酸含量が少ない地域（0．3％以下）で

は生育が悪く．多い地域（0．3％以上）で良い傾向にあり，

白田・高岸2）によって同圃場で行われた植付当年の跡地土

壌の分析結果と桑の生育の関係でも同様な傾向が得られて

いる。これらの結果から．本圃場においては植付初期の桑

の生育は有効態燐酸含量の多少に影響されている。また，

全窒素・全炭素量が多く．pll（ECl）値の低い地域で良い

傾向にあった。一般に未耕地土壌では全窒素・全炭素量は

表層で多く，下層で少ないが，本圃場でみられたこれらの

成分の分布には造成時の表土扱いが関与し，全窒素・全炭

素量の多い地域は表土が移動集積した場所であり，逆に少

ない地域は表土が削り取られたと考えられる。恐らく生育

が良い地域は表土が集積した場所であろう○山中ら3）は

喋の腐植屑の厚さと大豆・大麦の収量とが相関すろとして

おり．表層の有無・多少により作物の生育に対する影響は

大きいと考えられる。

上述以外の成分との間にも若干の関連が認められたが・

全般には判然としなかった。

以上のように．造成後の土壌化学性のばらつきが，植付

られた桑の生育に影響することは，事前の土壌調査による

施肥改善の重要性を再認識させるものであり．また，肥料

試験等の試験圃場の設定に察しては予め土壌の細密諏査が

重要であることを示すものである。
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